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中央アンデスの高原を行く

国際シンポジウム｢アンデスの火山活動』に参加して

村岡洋文(地殻熱部)

HirofumiM1]趾0KA

中央アンデスヘの憧慢

E1condorpasa(コンドルは飛んで行く)はサイモン

とガｰファンクルがヒットさせた中央アンデスの民謡で

ある.その素朴で悠々とした曲想は遠く遥かな中

央アンデスの山六とエキソティックたインディオの文

化を偲ばせるのに十分である.中央アンデスには6,000

m級の山々が多く人々を寄せつけたい神秘さがある.

アンデス山脈が第一級の造山帯をなす原因は古くか

ら造山論の中心的た課題であったし最近ではグ回一バ

ルチクトニクスの格好の対象とたっている.アンデス

山脈は火山活動や地震活動が活発であり典型的た活動

的大陸縁(aCtiVeCOntinentalmargin)をなしている.

Andesite(安山岩)の名称がここに由来することもそ

の火山活動の激しさを象徴Lている.グ回一バルチク

トニクスの観点からみると南北6,O00㎞にわたって

延々と伸びるアンデス山脈はサブダクション帯のテク

トニクスを研究する上でまたとないフィｰルドを提供

している.最近この問題を熱心に追究しているのは

米国のコｰネル大学の人表である(BarazangiandIsac-

ks,1976;JordanetaL,1983).彼らはアンデス山脈カミ

いくつかのテクトニックセグメントに分けられることを

明らかにしセグメント間の差異を詳しく検討してい

る.

しかし最も標高の高い中央アンデスセグメントに限

ってみるとアクセスの困難た地域が多く地質のデｰ

タが十分に揃っているというわげではない.例えば

最近NASAのFrancisらは中央アンデスの火山調

査におげるLandsatTM画像の効用を紹介している

(FrancisandMcA11ister,1986).その中で彼らは中

央アンデスの火山に関する私たちの知識が火星のオリン

ポス山たどよりさらに乏しいことを強調している.中

央アンデスには未だに正確た標高の不明な6,000m級

の火山カミ数多くあり活火山であるか否かたどわから

たいことカ汕積している.中央アンデスは地球上に数

少ない地質学的処女地の一つであり私たち地質家の来

訪を待ち受けているようにみえる.

アルゼンチン北部の中央アンデスで国際シンポジウム

『アンデスの火山活動(AndeanVo1canismまたはVu]一

｡anis㎜oAndino)』が開かれると知ったとき私は是非

行きたいと思った.私自身は『アンデスの火山活動』

に関するデｰタをもっているわげではたいが折りしも

共同研究者と共に東北目本弧にもアンデス型流紋岩

(Jake§andWhite,1972)の活動時期があったと考えてい

た所であった.そのようた東北目本弧のテｰマでも

比較論のニュアンスを出せば何とか講演させてくれる

のではたいかと思った.それに何よりの魅力は中央ア

ンデスの3泊4目のプレ地質巡検である.これは寝袋

持参の平均標高3,700mという巡検であり中央アン

デスをみる千載一遇の好機のように思われた.

幸い重点基礎研究の一環として9月8日から9月

21目までアルゼンチンを訪間する機会を得た.また

講演の方も締め切りを大幅に過ぎていたにもかかわら

ず火山セッションの委員長のBeatrizCoira博士(女

史第1図)の好意で受け付けてもらった.プレ地質巡

検は9月10日から9月13目までツソポジウムは9月14

目から9月18目までであった.行きも帰りも乗り継

ぎ時間を含めはぼ30時間の連続フライトという強行な

スケジュｰルであった.しかし多少の無理をしても

行くだけの価値はあった.本報では国際シンポジウ

ムrアンデスの火山活動』のプレ地質巡検や講演会の模

様を紹介してみたい.

なおアルゼンチンでお世話にたった人々は本文中や

写真で紹介した.この他出発に当たって当所海外地

質調査協力室の遠藤祐二広山禎子の両氏および元地

殻熱部の長谷紘和野田徹郎の両氏にお世話にたった.

また地殻熱部の松林修氏には出発前にお世話にたると

ともに原稿に目を通していただいた1記してお礼申

し上げる.

中央アンデスヘの旅

30時間近いフライトの末9月9目の朝7時にブエノ

スアイレスのエセイザ国際空港に到着した.それから

日本大使鎗に寄り同じ日の16時50分にはブエノスアイ
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レスのアエロパルケ空港からフフイ(Jujuy)へ向かって

飛んだ.アエロパルケ空港ではフフイ行きのゲｰト

に地質屋らしい人々をみかげた.最初に話した人は米

国テネシｰ州Vanderbi1t大学のCa1vinF.Mi11erで

花嵩岩をやっている人だった.2番目に話した人は

ラプラタ大学のMarioM.Mazzoniで火砕流堆積物

をやっている人だった.このマリオは巡検案内者の一

人でもあり私のことをヒロ1ヒロ!と呼んで巡

検･シンポジウムを通じて最も親しくしてくれた人の

一人だった(第2図).

フフイ空港には9月9日の20時に到着した.すでに

フライト疲れや時差疲れでくたくただった.これ

で翌日から平均標高3,700mの巡検に臨むかと思うと

緊張で胃が収縮した.もしCoira博士(女史)が車

を率いてフフイ空港に出迎えてくれていなかったらま

ともにホテルまで行けたかどうか怪しい.というのも

フフイ空港はフフイの街からずっと離れていたし到着

したとき空港にタクシｰたどいたかったからだ.この

ときはブエノスアイレスの日本大使館で予めフフイ

大学のCoira博士に連絡をとってもらったことを感謝

した.Coira博士は私をホテルまで送ってくれた.

そして翌朝9時に迎えに来るが午前中はみんなで市

内見物をし軽い昼食をとった後午後から巡検に出発

する予定だといった.

翌朝チエックアウトし9時前からホテルのロビｰ

で待っていた.果たしていくら経っても迎えは来

ない.10時半にたった.もうこちらからアクション

を起こさたけれぽと思い立った瞬間ホテルの窓から

市内見物をしている一一群の人々が見えた.その中には

マリオもいた.駆け寄ってマリオに聞いてみるとそ

れは大変申し訳ないことをしたが迎えに行くことは聞

いていたかったといった.何とか自分自身をただめつ

つそのまま合流して市内見物と昼食とを済ま畦た.

果たして解散するとき今度はイルマという女性が

13時にCoira女史の夫が迎えに行くからホテルを動

くたといった.そしてホテルで待った.しかし

14時半にたっても迎えは来たかった.その頃にたっ

て泰態の本質がどうやら飲み込めてきた.少しばかり

日本人が几帳面過ぎるしせっかち過ぎるのだと1

悠久の大陸に来ては少しのんびりと構えてはいかがか

と.物事は成るようにしか成らたいのだから…….

待つこと2時間15時頃にやっと“Coira女史の夫"

ではたく地質巡検のバスが迎えに来た.とにかく

その目のうちに迎えが来たのだから有り難いことだと

自分に言い聞かせた.事実巡検のバスに乗り込んで

ようやく一人族の緊張が解けたのだった.巡検の一団

はバス1台とランドクルｰザｰ5台からたる一大キャ

ラバン隊である.総勢42名ということであった.L

かしその人数の中には運送や食事だとの賄いごとを手

伝う人たどがかたり含まれている.おそらく一般の

巡検参加者は33人程度だろう(口絵写真5参照).その大

半はもちろんアルゼンチン人だ.しかし驚くべきこ

とは来国人が少たくとも9人もいたことだ.さらに

言葉を交わした範囲ではグァテマラ人(ボｰナスさん

九大の地熱研修コｰスに参加したことのある人)ドイツ人フ

第1図火山セッションの責任者でフフイ大学教授のBeatriz

Coira博士(左端)とその夫(中央)それにお世話に

なったフフイ大学のイルマ(右端).学会最終目の晩

餐会にて.

第2図巡検中お世話にたったラプラタ大学のMarioM.

MaZZOni博士(左端)と学会中お世話になった地質鉱

山局のAnaM.佐藤さん.学会最終日の晩餐会にて.
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ランス人オｰストラリア人カミ各一人づつという所だっ

た.日本人も私一人だった.恐れていた通り国際

シンポジウムの巡検といっても説明や議論の主流はや

はりスペイン語であった.アルゼンチンでは義務教育

で英語を教えないから英語を話喧る人カミ少たいのだ.

逆に米国人参加者はスペイン語の達者た人が多かっ

た.後でわかったことだが米国人参加老の大半が

アルゼンチンのどこかにフィｰルドをもっている人六で

あった.そうたると案内者からみてスペイン語の

できたい私たとカミｰ番のお荷物であったにちがいない.

少数の英語の話せるアルゼンチン人が巡検中を通じて

大変私に気を遣ってくれた.特に巡検の2目目以降

はブエノスアイレス大学のMagda1ena.M.L.Koukh-

arsky女史(第3図)がつきっきりで説明してくれたの

で大変助かった.もし彼女の手助けがなかったら

私の巡検はずいぶん孤独なものにたっていたと思う.

米国人の中にどこか見覚えのある年配の男性がい

た.巡検参加老の中では一番年配にみえた.バスに

乗ってしばらくは誰だか思い出せたかった.Lかし

そのうちに米国人がブライアン!ブライアン!と

呼ぶ声でピンと来た.教科書の写真で見覚えのある

BrianMasonがこの巡検に来ていたのだ(第4図).

彼は大学を退官後スミソニアン研究所にいるそうで

閑職だともらしていた.その年齢にもかかわらず中

央アンデスの高原にやってきたのだ.アルゼンチンの

全てをみてやろうと思っているとも語っていた.私

は地球化学者といえば実験室の人六と思っていたので

彼のフィｰルドヘの強い執念に感銘を受けた.実際

第3図巡検のガイドを努めてくれたブエノスアイレス大学教

授のMagda1enaM.L.Kouharsky博士(手前)と

イルマ.学会最終日の晩餐会にて.

彼は露頭をよく観察したし鉱物鑑定眼もたいしたもの

だった.巡検2目目の夜にはブライアンと私を含む

4人がロッジの一室を割り当てられ寝袋で寝た.

BrianMasonは今回のシンポジウムで音やっていた

母国ニュｰジｰランドの花開岩の話をするそうだ.懐

かしい教科書の著者と語り合えただけでもこの巡検が

すぽらしいものに思えてきた.

中央アンデスの広域テクトニクス

地質の具体例を紹介する前に中央アンデスの広域テ

クトニクスを少し紹介しよう.前述のようにアソゲ

杣脈は南北6,000㎞に及びその全てが一律のサブ

ダクションテクトニクスに特徴づげられるわけではた

い.このことを明確に主張したのはコｰネル大学の

BarazangiandIsacks(1976)である.彼らは南緯

O｡から45｡までの南米西岸のサブダクション帯の震源

分布を議論しその要点を5つにまとめている.すた

わち1)この範囲のサブダクション帯は5つのセグメン

トに分けられる(第5図).南緯2｡～15｡のペルｰセグ

メントと南緯27｡～33｡の中央チリセグメソトとは約

10｡程度の低角度の沈み込みを特徴とする.他方I南

緯0｡～2｡のエクアドルセグメントと南緯15｡～27｡の

中央アンデスセグメントと南緯33｡～45｡の南部チリセ

グメソトとは約25｡ないし30｡の高角度の沈み込みを

特徴とする.そしてナスカプレｰトの低角度セグメ

ントが直接南米大陸プレｰトに接していると仮定する

と南米大陸プレｰトの厚さは130㎞以下どたり以

前いわれたようた300㎞以上という厚さにはたらない.

2)地震活動は上方に重なる南米大陸プレｰトの中の表

第4図BrianMason博士と筆者.20年前にできたプｰ

ナ最大の町AbraPampaにて.

地質ニュｰス406号�
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第5図サブダクション帯のセグメント構造(Bar-

azangiandIsacks,1976).わかりやすく

するためにセグメント境界をカロ筆.

層50㎞の範囲にもかたり認められる.この活動は深

発地震面の活動とはっきり区別できおそらく南米大陸

プレｰトの地殻の部分で起こっている.このように

南米の震源は以前いわれたようた厚さ300kmの帯に均

等に分布するといった類のものではたい.3)注目すべ

きことはナスカプレｰトの中の2つの低角度セグメ

ントが南米プレｰトにおける第四紀火山の欠落部分と

よく一致していることである.4)低角度のペルｰセグ

メントから高角度の中央アンデスセグメソトヘの移り変

わりは急激に起こっている.従ってそれはナスカ

プレｰトの裂け目と解釈される.この裂け目の位置は

中央アンデスの高原“アルティプラｰノ"の北限に一致

しまたナスカリッジをサブダクション帯側に延長し

た位置の200㎞南方となる.5)このようた地震活動

のギャップは特に320㎞から525㎞の深さの範囲に

みられる.

ところで高角度セグメントの沈み込み角度カミ25｡～

30｡であるたらばこのセグメントに関する限り東北

1988年6月号

日本弧の沈み込み角度と大差がたいことにたる.従っ

てわが国でよく使われる低角度の沈み込み帯の代表とし

ての｢チリ型サブダクション帯｣という用語(上田･金

森1978;Niitsuma,1978)は多少暖昧た用語といわ

ざるを得たい.rチリ型サブダクション帯｣の代表を

低角度セグメントの部分に求めればよいように思われ

る.しかし｢チリ型サブダクション帯｣は火山活動

が激しい部分とも考えられているのでこの点では現在

の低角度セグメントにも該当したい.結局真のrチ

リ型サブダクション帯｣は現在のアンデス山脈ではなく

イグニンブライトが華やかに活動した頃の中新世のア

ンデスに求められるのかもしれたい.またBarazangi

andIsacks(1976)のいう低角度セグメントと高角度セ

グメントとの問のプレｰトの裂け目という主張に関して

はその後HasegawaandSacks(1981)が極度に

シャｰプなプレｰトのゆがみとみる方が妥当としてい

る.

同じコｰネル大学のJordanetal.(1983)はBara･

zangiandIsacks(1976)の議論を発展させて各セグ

メントと地表地質との関係を論じ･ている.この論文は

アンデス山脈のセグメント構造が新生代前期の北米西

岸と類似することを指摘しているが日本列島は意識L

ていない.にもかかわらず日本列島を意識しつつ読

むと大変おもしろい.例えばJOrdaneta1.(1983)

のFig.3のB断面は高角度セグメントである中央ア

ンデスセグメントの地形･地質構造を一般化している

(第6図).これはもう一つの高角度セグメントのD断

面と類似しており低角度セグメントに関するA断面や

C断面とは異なっている.B断面は次のようだ特徴を

もっている.分水嶺は火山帯に一致し分水嶺より前

弧側には陸成の盆地を介して海岸山地がある.また

分水嶺より背弧側には先ず盆地状の高原カミあり次い

で摺曲山地がありさらに背弧側に逆断層帯がある.

このアンデス山脈の特徴は驚くほど東北目本弧の特徴

を言い当てているといえたいだろうか.すたわち分

水嶺は奥羽脊梁火山帯に一致し分水嶺より前弧側には

北上低地帯を介して北上山地がある.また分水嶺よ

り背弧側には先ず花輪一大館盆地だとの内陸盆地があ

り次いで出羽丘陵帯の摺曲山地帯がありさらに背弧

側に日本海東縁逆断層帯があるという訳である.私た

ちはともすれぽ島弧と活動的大陸縁とを対立させて考

えがちだが日本列島がユｰラシア大陸のクラトンから

分離したと信じられている今日アンデスと日本列島と

の比較は十分に意味のあることといえる.中央アンデ

スと東北目本弧の地形や地質構造の類似性が沈み込み�
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第6図アンデス山脈の各セグメントの地形断面(Jordanetal.,1983).

角度の類似性によるものとすれぼ私たちはもっとサブ

ダクション帯の比較論(Uyeda,1982)をやらたけれぽた

らたいだろう.

中央アンデスの地形･地質構造の概念はこのB断面に

よく表されている.そしてB断面でアルティプラｰ

ノと書かれた高原は前述のように東北目本弧の奥羽脊

梁火山帯と出羽丘陵帯との間の内陸盆地のようだ所に位

置している.ただしその規模はずっと大きく幅

100㎞標高4,000m前後に達している.この高原は

南北方向には船状に伸びておりボリビア側ではアルテ

ィプラｰノアルゼンチン側ではプｰナと呼ほれている

(第7図).今回の巡検のテｰマはプｰナの典型的た火

山地質をみることであった(第8図).

中央アンデスの火山地質

今回の巡検ではオルドビス紀から第四紀までの火山

岩を観察した.オルドビス紀の火山岩は1か所でみた

だけであった凝灰岩として案内されたがハイアロク

ラスタイトのようにもみえた.東北日本の中新世の火

山岩よりは変質が軽徴にみえた.他の地域では枕状溶

岩の産出も確認されたらしい.新生代後期の火山岩が

カルクアルカリたいしアルカリ岩系を特徴とするのに対

してオルドビス紀の火山岩は島弧型のソレイアイト岩

系であるらしい.

今回の地質巡検の主なタｰゲットはやはり新生代後

期の火山および火山岩であった.アンデスといえば安

山岩(andesite)の名称の発祥地でありまたJakeき

地質ニュｰス406号�
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andWhite(1972)のいうアンデス型流紋岩(Andean

rhyolite)の標式的地域でもある.従って膨大た量の

第四紀火山岩が分布する地域を想像するのが人情という

ものであろう.事実Landsat画像は多数の安山岩の

火山体と広大たイグニンブライトの火砕流台地の存在を

示している.

今回の巡検で私はその想像が一応事実であることを

確認した.しかしそこには一つの落とし穴が用意さ

れていた.膨大抵量の安山岩溶岩や流紋岩イグニンブ

ライトはあるにはあるがその多くがいかにも古いので

ある.新鮮な火砕流台地をつくるイグニンブライトの

多くが中新統である.新鮮た成層火山をつくる安山

1988年6月号

第7図アンデス山脈のテクトニッ

クマツブ(Jordaneta1.,

�　

1983).わかりやすくするた

60oめにセグメント境界を加筆一

岩がしばしば中新統たいし鮮新統である(表紙写真の'

説明参照).

平均年間降雨量が1!0mm～310mm程度という現在の

プｰナの乾燥気候はどうやら地質時代にまで遡るも

のらしい.そして中央アンデスでの火山地形の侵食

速度は日本列島だと湿潤地域のそれに比べて少たく

とも一桁小さいものらしい.例えば日本列島では

更新世前期の火山噴出源の地形がかたり開析され不

明瞭とたっている例が多い.そのためこれを捜し当

てることが地熱地質屋の一つの課題となっているほど

である.換言すれば日本列島では地熱の熱源の寿命

よりも火山地形の寿命の方が短いのが普通である.�
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第8図プｰナ地域のインデックス･マップ.

たい.

以下本文中に出てくる地域は本図に示す.また

口絵写真2および3も参照され

これに対して中央アンデスでは地熱の熱源の寿命より

も火山地形の寿命の方が永いのである.従って中

央アンデスの地熱地質屋は日本の地熱地質屋と逆の心

配をしなけれぼたらない.新鮮な地形の火山噴出源を

みても直ちに熱源として期待してはいけないという

訳である.

今回の巡検で第四紀の火山を観察したのはわずかに

単成火山のCerroNegroとトゥｰスリ火山(Cerro

Tu･g1e)の2ケ所であった.両火山ともにショウシ

ョナイト質のアルカリ岩系の火山である.このことか

らもわかるように今回の巡検コｰスはかたり背弧側に

設定されフロント側(チリ側)の火山帯を含んでいた

かった.第四紀の火山や火山岩が乏しくみえた最大の

理由はこのためであろう.

新生代後期の火山岩に関して最初に案内された所は

Chinchi11as鉱山であった.ここではクレｰタｰ状の

盆状地形の中心部に約1.2km2の変質帯が発達L(第

g図)その中に銀方鉛鉱閃亜鉛鉱菱鉄鉱などの

鉱石を産する.盆状地形の縁部には12Maのデイサイ

トストックが観察されその盆状地形側には火道角礫岩

状の岩石が観察された(第10図).また今回は観察で

きたかったが盆状地形の縁部には火砕流堆積物も認あ

られる.このようたことから本鉱床は12Ma前の噴

火口に由来すると考えられる.

第11図や第12図にTiomayoでみられるイグニンブラ

イトの露頭を示すこれらのイグニンブライトは表紙写

真のイグニンブライトと位置的に近くほぼ同層準と考

えられる.従ってその年代は8.5±0.2ないし8,9±

0.2Ma程度と考えられる.またこの位置はFrancis

eta1.(1983)のいうCerroPanizosカルデラの南東地

域に当たり一部はCerroPanizosカルデラに由来す

るかもしれない.しかし火砕流のユニット数も多く

大量であるので直ちに噴出源を同定することは難し

地質ニュｰス406号�
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策9図火口に由来すると考えられるChinchi11as鉱山の地形.

第10図Chinchi11as鉱山の変質帯にみられる火道角礫岩状の岩

石.

い.これらのイグニンブライトは斜長石石英黒雲

母などを多量に含み溶結度は必ずしも強くない.第

13図にこれよりやや南の同層準のイグニンブライトの崖

を示す.その基底では降下火山灰の他に典型的な

水底火砕流堆積物が観察された.

第14図に単成火山CerroNegroの全景を示す.こ

の火山は溶岩のK-Ar年代から0.2Maとされている.

火山体は玄武岩～安山岩の溶岩やスコリアからたる.

今回の巡検ではアア溶岩状の溶岩を観察した.その化

学組成は主成分や希土類元素からみてショウショナイ

ト質らしい.

トゥｰスリ火山(CerroTu･gle,第15図)の位置は口絵

写真3に示した.この火山は第四紀の火山としては最

も東側(背弧側)に位置するものの一つである.標高

は5,500mとされている.トゥｰスリ火山へ向かう途

中で標高4,400mを越えた.これが巡検コｰスで最も

高い所だった.第16図の溶岩流は口絵写真5の遠景で

ある.これは0.3Maの溶岩流を覆うことがわかって

おり5,000年前くらいの溶岩と推定されている.SiO｡

=59wt%程度K.o=3.0～3.2wt劣程度K.o/Na.o=

1.3～O.9程度である.当初カルクアルカリ岩系とさ

れたがコｰネル大学のグルｰブによる微量元素の分析

結果からはショウショナイト質と考えた方がよいらし

い.もっとも中央アンデスでは厚い地殻によるコン

タミネｰションの影響が強いので多かれ少なかれ申聞

的た岩系にたるらしい.付近には50℃程度の温泉が2

ヶ所にみられる(第17図).

Ramadasの近くでは先カンブリア界が露出する中

に直径約3㎞のRamadasカルデラがあった.小さ

いのでCraterringたどとも呼ばれていた.火山岩の

年代は約9Maであり地形的にはやや不明瞭であっ

第11図Tiomayo付近の火砕流台地.

第12図CerrOCOranzu1i付近のイグニンブライト露頭とリャマの

群れ.

1988年6月号�
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だ.盆状地形の縁部には角礫を多量に含む火砕岩が

あり角礫は基盤に由来する1㎝大のスペサルティン

を含む白亜紀閃長岩や1cm大のゴｰディニライトを含

む先カンブリア界堆積岩などであった.この盆状地形

の中には第18図のようたべ一スサｰジ堆積物カミみられ

る他中央火口丘的たオブシディアソドｰムもあった.

中央アンデスの構造地質

今回の巡検のテｰマは火山地質であって

構造地質で

第エ3図延々と続くBarranca付近のイグニンブライト崖.

第14図O,2Maの単成火山CerroNegroの全景.

第15図トゥｰスリ火山の遠景.

第16図トゥｰスリ火山の最も若い溶岩流.

第17図トゥｰスリ火山近傍のPompeya温泉.

第18図Ramadasカルデラ内のべ一スサｰジ堆積物.

地質ニュｰス
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はない.しかしその途上でしばしば感嘆したのは

構造地質のフィｰルドとしてのすばらしさであった.

卒論などで日本の中･古生界のフィｰルドをやったこ

とのある人ならば誰でも調査中に途方に暮れた経験が

あるだろう.歩いても歩いてもいっこうに報われず

じっと手をみた経験が一･･.それらは今では皮肉

にも無秩序たのが当たり前のr付加体｣ということにた

りつつあるがともかく日本の中･古生界のフィｰル

ドは地質学に初めて馴染む人達にとって複雑すぎる

L露出が悪すぎる.

巡検の途上で思ったことはもし中央アンデスみた

いだフィｰルドで卒論をやったたらばもっと地質学に

信頼を寄せることができただろうということだった.

そして卒論ではたいが大学院の学生を送り込んで

それを実践しているのがコｰネル大学やスタンフォｰド

大学だと米国の大学であった.

第19図は巡検の1日目にTresCrucesの町から眺

めた露頭である.ただしここでr露頭｣という表現

はあまり適当てたい.た畦ならばバスからみている

と地層はずっと連続的に露出Lていたからである.下

位層カミオルドビス系上位層が白亜系である.両者は

断層で接しているらしい.第20図はMaimara付近の

逆断層である.これは口絵写真3のLandsat画像上

にみられる巨大断層であり口絵写真1の続きである.

最も向こう側の濃い色の地層が先カンブリア界手前の

薄い色の地層が白亜系である.重要たことはその組

合せがもう一度手前に繰り返してみられることであ

る.従って少なくとも向こう側の組合せと手前の組

合せとの間には高角度の逆断層が介在することが明ら

かである.この場合西から東をみているので西側

第19図TresCrucesの町からみえるオルドビス系と白亜系.

のナップが東側の地塊に衝上していることにたる.こ

れは第6図のB断面に表されるようにプｰナと東側の

低地帯の境界の断層にみられる一般的た衝上のセンスで

ある.第21図はChinchi11as鉱山付近にみられるオル

ドビス系である.このようにプｰナでみられる古い時

代の地層は大抵直立に近い傾斜角をもっている.

なるほど短縮テクトニクスの行き着く先は全ての地層

が直立することなのであろう.

巡検最終日の9月13日に7ケ所の地点を観察L終え

た.このときすでに夕刻が迫っていたものの夜遅

くにはツクマンのホテルに到着するものと信じていた.

たぜたらそういう予定たのだから､しかしそれが

島国根性だった.バスはひた走りに走るのだがいっ

こうにツクマンに着く様子がない.そしてついに24

時を回り無情にも9月14日にたってしまった.O時

半になった頃バスが止まった.あるいはと思った

第20図Maimara付近の逆断層.

第21図Chinchi11as鉱山付近の高角度に傾斜したオルドビス系･
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雛慧灘滋鱗灘磁灘義嚢鱗縫磁･機1

灘欝驚滋鷲鱗嚢嚢灘

のだがおそらくまだサルタの街の一部だったのだろ

う.忘れもしないカルデラという名のレストランの

前に止まった.それからおもむろにディナｰが文台ま

ったのだ.ええいこうたったらもうやげくそだ.

Vino(ワィソ)をがぶ飲みLてしまえ!ディナｰは2

時頃に終わっただろうか.結局ツクマンのホテルに

着いたのは9月14目の朝4時頃だった.

シンポジウム

シンポジウムは9月14日から9月18日までであった.

このシンポジウムの性格について若干説明しよう.

アルゼンチンでは3年に一度地質学会(Asociacion

Geo1ogicaArgentina)が開催されている.今回のシン

ポジウムは基本的にはアルゼンチン地質学会の一部と

して行われその担当校がツクマン国立大学(UniVerSi-

dadNaciona1deTucuman)であった.3年に一度た

のでそれ自体で日本の地質学会よりは盛大がもしれ

ない.しかし今回特に盛大に行われたのはアルゼ

ンチン地質学会創立10周年記念大会のためであった(第

22図).おそらく1,000名をこす参加者があったと思

われる.アルゼンチンで地質学教室をもつ大学は14校

であるがアルゼンチン地質学会にはブラジルやチリな

ど南米諸国からも参加するようである.プログラムに

よればアルゼンチン地質学会の講演会は14のセッショ

ンに分けられている.今回は中央アンデスに近いツク

マンの地の利を生かしてこのうちの火山活動花闇岩

だとのセッションが拡大され国際シンポジウムとして

行われた.両シンポジウムはIGCP249AndeanMag-

matiSmの共催を得ている.テｰマ名はそれぞれrア

ンデスの火山活動』と『環太平洋の顕生代花開岩類』と

である.そしてこの2つのセッションは同一会場で

行われ午前に後者を午後に前者を設定している.

従って聴きたい人は両方とも聴ける.またrアン

デスの火山活動』の巡検はプレ巡検として3泊4日

r環太平洋の顕生代花開岩類』の巡検はポスト巡検とし

て2泊3目が設定されている1従ってこれも行きた

い人は両方とも行けるというわけである.この他テ
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クトニクスのセッションも国際シンポジウムとして行わ

れたらしい.

さて9月14日にわカミ地質調査所の大先輩野沢保

さんがツクマンに来ると知ったのは日本を発つ直前だ

った､私の場合は『アンデスの火山活動』の一般講

演に滑り込ませてもらった口だが野沢保さんの場合

はr環太平洋の顕生代花嗣岩類』の栄えある招待講演者

である.9月14日の昼前に野沢さんとお会いしたとき

は文字通り異国に邦友をみつけた心境であった｡コ

スモポリタンの野沢さんには以後私がアルゼンチン

を発つまで大変お世話にたった.

9月14日には野沢さんと2人でツクマン中心街に設

けられた学会事務局に行き学会登録を済ませた(第23

図).このときもらったアブストラクト集は3分冊で

ありそれぞれの厚さが日本地質学会の講演要旨集くら

いであった1野沢さんの招待講演(第24図)も私の

講演も9月18目であった.特に私の講演に至っては

rアンデスの火山活動』の全講演中の最後であり9月

18目の20時からという始末である.締切りを大幅に過

ぎてから滑り込ませてもらった手前貸沢はいえたい.

とはいうものの何という間の悪さだろう.最後まで

くつろぐこともできたいのだから･…･･.

テクトニクスのセッションでは最初にBryanL.

Isacksの1時間にわたる招待講演があったのでそれ

を聴きに行った.講演は中央アンデスの地形断面や

屈曲をサブダクションテクトニクスによる変形として

定量的に説明しようとするものであった.そして現

在は中央アンデスが高角度の沈み込みセグメントでそ

の南北が低角度の沈み込みセグメントとたっているが

20Ma前の沈み込み帯の幾何的形態はむしろ逆であっ

たらしい.すたわち20Ma前には現在の中央アン

デスの屈曲部が最も低角度の沈み込み帯であり南北に

向かうにつれてより高角度であったらしい.換言すれ

ば20Maの沈み込み帯のうち最も低角度の部分が最

大の短縮テクトニクスの場となりその結果アルティ

プラｰノｰプｰナのようだ変動地形が生まれるとともに

中央アンデスの屈曲が起こったというのである1

シンポジウムrアンデスの火山活動』は4目問にわ

たりおよそ70の発表があった.調査地域をみると火

山セッションの巡検コｰスに当たっているプｰナ地域に

関する発表が最も多く20件以上にのぼった.他は概

ねアンデス全体に分散していた.野外の記載的報告が

多い一方では同位体希土類元素徴量元素だとの発

表も多くみられた.講演の圧倒的多数はスペイン語に

よるものであった.私自身の発表はいくつかの講演取

消しのお陰で19時頃に繰り上がった.有り難いこと

に発表後にはBrianMasonを始め多くの人が声を

掛けてくれた.

中央アンデス雑感

わカミ国には国土の広さの割に地質屋が多い.こ

れは人口密度が高いので当然である.このためわが

国の地質は精綴に調べられている.地下資源開発や環

境保全の立場からこの傾向をさらに発展させて行くこ

との必要性はいうまでもたい.しかし地質学の精綴

さには自ずから限界がある.精激に調べることばかり

が私たち地質屋にとって効率的た道とは隈らたい.

中央アンデスのような所には概査しただけで明らかに

たる知識や地下資源がいかに多く待ち受けているであろ

うか.このようた地域で研究開発協力のプロジェク

トを推進しわが国の地質屋が縦横に活躍することがで

第23図春めいたツクマンの街並と野沢保氏.
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第24図野沢保氏の発表風景.�
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第25図第1面に報道された9月8日から9月

15日までのアルゼンチン通貨オｰストラ

ルのレｰトの対ドル変動(9月16日付げ

LaGaceta紙).

きたらどんたにすぱらしいであろうか.

米国の地質屋はといえぽすでにふれてきたように

その活動ぶりには目覚ましいものがある.彼らは南

米を自分達のフィｰルドと思っている節さえあるよう

にみえた.巡検参加者の中には米国の大学院生が3

人おりそれぞれがスペイン語を話しアンデスにフィ

ｰルドをもちアルゼンチン人の中に溶け込んでいた.

語学的に近縁の民族ということはあるにしてもその協

力のあり方は単たる経済的援助の域を越えている.

アルゼンチンは第一次産業が主流を占めた1950年代

には景気がよく先進国に肩をならべる時期があったと

いう.しかしアルゼンチンには第二次産業が十分育

だたずこれカミ将来に禍根を残すことにたった.アル

ゼンチンは今日大変たインフレにみまわれている.

私の滞在中にも9月8目から9月15目というほんの短

い間にアルゼンチン通貨オｰストラルが目にみえて低

落していったのである(第25図).この国では公式の

レｰトの他に先安感で動く市中のマｰジナルレｰトと

いうのがある.両レｰトの開きの大きさがインフレ

の深刻さを表している(第25図).これは米ドルに対す

る低落であるからこの時期の円からみるとさらに大

きな低落といえよう.

最近の円高でわが国では海外への修学旅行が少たく

たいという.この傾向からすれば卒論でアンデス山

脈をやるという時代もそう遠くないかもしれない.し

かしそれにも先んじて学術や地下資源開発のための

研究開発協力プロジェクトが広範に行われなげればたら

ないだろう.
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